
 平成２８年  ４月
 光市立学校給食センター

　「学校給食の献立は、生きた教材です」
　 ご入学、ご進級おめでとうございます。今年度も給食がスタートしました。学校給食は、バランスのとれた
食事を提供するだけでなく、教育の一環として行われており、献立を生きた教材とし、子どもたちに食事の
重要性や望ましい食習慣や社会性等を身に付けさせるために実施されています。

牛乳やジャム、揚げ物、
デザートなど、個数で付く
物は、全学年同じ量です。

おかずの量は、
小学校は学年
ごとの６段階、
中学校は1段階
に分けています。

パンは、山口県産の小麦粉と米粉を使用

して作っています。

パンの大きさは小学校は３段階、中学校は

１段階に分かれています。コッペパンの他、黒糖パン、

レーズンパン、チーズパン、アップルパンなどがあり

ます。生地に脱脂粉乳を含んでいるので、カルシウム

などの栄養価が高いパンです。

光市立学校給食センターでは、全国でも唯一、「パン

を生地から作る自家製パン」を提供しています。

箸またはスプーン
がつきます。

ごはんは、麦を米の１０％入れた麦ごはんです。
ごはんの量は小学校４段階、中学校１段階です。

１年生 ・・・ 米５０ｇ＋麦５ｇ
２年生 ・・・ 米６０ｇ＋麦６ｇ
３，４年生 ・・・ 米７０ｇ＋麦７ｇ
５，６年生 ・・･ 米８０ｇ＋麦８ｇ
中学生 ・・･ 米９０ｇ＋麦９ｇ

他に、炊き込みご飯やちらし寿司なども取り入
れています。うどんなど、めんとの組み合わせの
時は、量が少し減ります。

※ 光市では、給食で残したもの（パンや

ジャムなどを含む）は、衛生面の理由

から家庭へ持ち帰らないことになっています。

エネルギー量
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640kcal
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820kcal
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かんきつ類の皮が
上手にむけますか？

４月、５月は、清見オレンジや甘夏みかん

などの柑橘系の果物を給食に多く取り入れ

ています。

給食の様子を見ると、低学年に限らず、高

学年でも果物の皮が上手にむけなくて、がぶ

りと食べている子を多く見かけます。

ぜひ、ご家庭で、果物の皮を自分でむいて食べる

経験をさせていただければと思います。

主食の量は、ごはんは５
段階、パンは４段階です。

どんな給食を
食べるのかな？

どの学年も4月から給食

量が少しずつ増えますが、

子どもたちの体格や食べる

量には個人差があるので、

無理のないように少しずつ

慣れてほしいと思います。

裏もご覧ください。
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【郷土料理】

【アレルギー対応】

【世界の料理】
食文化

感謝の心

食事の重要性

望ましい食習慣

【行事食（クリスマス）】

【地場産給食】

「山口・光の恵み食べちゃろ！
給食」

国際理解

ひじきが苦手でも
ツナを入れること
で食べやすくなり
ます！

★

学校給食の献立は、バランスのよい食事になる
よう考えています。ぜひ、学校給食の献立を参考
にして、正しい食事のとり方を学んでほしいと考
えています。
また、「今日の給食楽しみ！」「おいしい！」「ど
うやって作るの？」「作ってみたいな」等、料理に
興味関心をもってもらいたいと思います。そして、
食事は人間が生きていくために欠かせないもの
であり、心をワクワクさせて豊かにするものであ
るということを体感してもらいたいと考えています。


